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１月	 １日　歳
さいたんさい

旦祭・初詣	

１月	 15 日	　北
きたむきどうそじん

向道祖神大祭・どんど焼き（無病息災）

２月	 11 日	　冠
かんむりいなり

稲荷初
はつうま

午大祭（商売繁盛・家内安全）

２月	 25 日	　天神社例祭（学業成就・諸芸上達）

３月末頃　	　新入学ランドセルお祓い式

４月	 19 日　倉賀野神社	春季例大祭　

　　　　　太
だいだいかぐら

々神楽、小中学生の巫
み こ ま い

女舞奉納

６月　下旬	　境内神
しんせんでん

饌田の御
おたう え さ い

田植祭

６月	 30 日	　夏
なご し

越の大
おおはらえしき

祓式・茅
ち

の輪くぐり

８月	 ７日	　七夕まつり

10 月中旬	 　境内神饌田の抜
ぬいぼさい

穂祭（稲刈りの儀式）

10 月	 19 日	　倉賀野神社	秋季例大祭　

　　　　　太々神楽・巫女舞奉納・中学生神輿

11 月 15 日	　七五三詣り

12 月初旬	 　「お正月様神札」頒
はんぷはじめさい

布始祭

12 月	 31 日　年越の大祓式	 	 　

２
月　

天
神
さ
ま
の
祭
日

10
月　

抜
穂
祭

６
月　

神
饌
田
の
御
田

植
祭

　
　
　
　

ご
あ
い
さ
つ　
　
　

宮	

司　

髙	

木	

直	

明

　

は
じ
め
に「
倉
賀
野
神
社
御
本
殿
保
存
修
理
工
事
」

の
完
了
を
ご
報
告
し
ま
す
と
と
も
に
、
氏
子
崇
敬
者

一
、二
五
〇
余
名
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

御
奉
賛
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
事
業
は
天
皇
陛
下
の
御
即
位
を
奉
祝
し
、
令
和

の
御
代
替
り
を
記
念
し
て
発
起
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
高
崎
市
指
定
重
要
文
化
財
の
御
本
殿
に
つ
い

て
、
昭
和
12
年
以
来
お
よ
そ
八
〇
年
ぶ
り
に
屋
根

銅
板
の
葺
き
替
え
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
い

ま
真
新
し
い
御
屋
根
の
光
り
ま
ば
ゆ
く
、
御
祭
神
・

大お
お
く
に
た
ま
の
お
お
か
み

國
魂
大
神
様
の
御
神
威
の
永と

わ久
に
輝
き
渡
り
ま

新
井
金
十
郎
に
よ
る
『
飯
玉
宮
御
普

請
仕
様
書
』（
右
・
左
）〇

浦
安
の
舞　
「
あ
め
つ
ち
の	

神
に
ぞ
い

の
る	

あ
さ
な
ぎ
の　

海
の
ご
と
く
に	

波

た
た
ぬ
世
を
」
昭
和
天
皇
御ぎ
ょ
せ
い製
を
も
と

に
作
舞
さ
れ
た
も
の
で
、
世
界
の
平
和

を
祈
る
舞
で
あ
る
。（
倉
賀
野
中
３
年
生
）

〇
太
々
神
楽
「
奉ほ
う
へ
い幣
の
舞
」　

神
楽
の
演
目
に
は
日
本
神
話

に
出
て
く
る
「
天あ
め

の
岩い
わ
と
ひ
ら

戸
開

き
」
や
「
大お
ろ
ち蛇

退
治
」、
ま

た
滑
稽
の
舞
と
し
て
「
稲い
な
り荷

種た
ね
ま蒔

き
」
な
ど
が
あ
る
。

〇
豊
栄
舞　

歌
に
♪
「
あ
け
の

雲
わ
け	

う
ら
う
ら
と	

豊と
よ
さ
か栄

昇
る

朝あ
さ
ひ
こ

日
子
を	

神
の
み
か
げ
と	

拝お
ろ
がめ
ば	

そ
の
日
そ
の
日
の
尊
と
う
と

し
や
」
♪
「
土

に
こ
ぼ
れ
し
草
の
実
の	

芽め

ば生
え
て

伸
び
て
美
う
る
わ

し
く	

春は
る
あ
き秋

か
ざ
る
花
見

れ
ば　

神
の
恵
み
の
尊
と
う
と
し
や
」（
倉

賀
野
小
３
年
生
）

〇
中
学
生
神
輿　

感
染
対
策
の
た
め

特
例
と
し
て
、
マ
ス
ク
を
着
用
、
掛

け
声
は
出
さ
ず
、
鳥
居
の
外
に
は
練

り
出
さ
ず
、
ご
く
短
い
時
間
内
に
お

こ
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
日
の

熱
い
思
い
は
忘
れ
な
い
。

神
賑
わ
い

　
　
　
祭
り
の
行
事
　
　
　

　　　奉納記念物「鏡台」と
  彫師 新井金十郎　
　鏡台は明治７年（1874）に製作、奉納された

もので、欅
けやき

材一
いちぼく

木に「波に亀」の彫刻。円形の

御
みかがみ

鏡を受ける溝を頂部に施している。鏡台全体

の高さは 94㎝、横幅 93㎝。台座正面の中央に

「八
やっ

ツ小
こづちぐるま

槌車」の神社御神紋があり、台座の背

面には「皇紀二千五百三十四年」と標記したあ

と奉納者３０人の名前を列記している。その末

尾に「世話人　塚越七三郎、大嶋宗三郎、細工　

齋藤與吉、新井金十郎」とある（上段写真）。

　ここに見た新井金十郎は、それよりちょうど

20年前の嘉永７年（1854）に『飯玉宮御
ご ふ し ん

普請仕

様書』を作成し、神社に提出した人物。飯
いいだま

玉宮（現

在の倉賀野神社）建替の計画にあたり、建築や

彫刻などの部材を仕様書にまとめたものである。

末尾に「御本社幣
へいでん

殿迄の木
こぐ ち

口、彫工、大工手
て ま

間

扶
ふ ち

持積り建て差し上げ、御披
ひ

見
けん

に入り、思
おぼしめし

召に

御叶
かない

成され候
そうら

はば、細工の儀は念入りに申すべ

く候」と記し、「高崎寄合町　彫師　金十郎　印」

と署名している（下段写真）。その御本殿・幣殿

は元治２年（1864）に上棟となっていた。

鏡台

　台座背面（部分）

「彫師金十郎		朱印
（のぶまさ）」とある。

「彫物覚
おぼえ

」に書かれた項目

向
こうは い し し

拝獅子、獏
ばく

、手
たばさみ

挟など。

《倉賀野神社　おもな年中行事》
編
集
後
記
▽
昭
和
61
年
の
発
刊
か
ら
本
号
で
70
号

を
迎
え
た
こ
と
に
感
謝
▽
祝の
り
と詞
の
言
葉
は
神
様
に

お
聞
き
い
た
だ
く
も
の
と
、
神
職
は
懸
命
に
つ
と

め
る
の
だ
が
、
さ
て
氏
子
の
皆
様
に
お
話
し
か
け

る
段
に
な
る
と
、
ま
っ
た
く
口
べ
た
で
う
ま
く
お

伝
え
で
き
な
い
▽
そ
ん
な
限
界
を
感
じ
つ
つ
、
で

も
文
字
の
媒
体
な
ら
何
と
か
伝
わ
る
？
と
の
思
い

で
社
報
「
く
ら
が
の
」
の
発
行
が
こ
れ
ま
で
続
い

て
き
た
▽
聞
か
れ
れ
ば
、
神
社
の
こ
と
、
郷
土
の

こ
と
に
つ
い
て
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

と
白
状
い
た
し
ま
す
▽
人
に
伝
え
る
こ
と
は
、
自

ら
が
学
ぶ
こ
と
と
気
づ
か
さ
れ
た
春
。　
　
（
直
）

す
こ
と
を
皆
様
と
共
に
お
慶
び
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
春
に
豊
作
を
祈
り
、
秋
に
は
み
の
り
を
感
謝

す
る
よ
う
に
、
神
社
に
は
一
年
を
通
し
て
恒
例
の
祭

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、
時
に
応
じ
て
臨
時
に

お
こ
な
う
祭
り
も
あ
り
ま
す
。
以
前
に
本
紙
で
紹
介

し
ま
し
た
が
、
幕
末
の
安
政
の
頃
、
倉
賀
野
に
「
コ

レ
ラ
」
の
流
行
が
迫
っ
た
と
き
、
獅
子
舞
を
先
頭
に

若
者
等
の
一
団
が
宿
し
ゅ
く

内
を
巡
回
し
て
疫
病
退
散
の
祭

り
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
記
録
を
見
ま
す
と
元げ
ん
じ治

２
年（
１
８
６
５
）

に
も
、
臨
時
の
「
鎮ち
ん
か
さ
い

火
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
天
保
６
年
（
１
８
３
５
）
の
２
月
23
日
、

倉
賀
野
宿
に
大
火
が
あ
り
ま
し
た
。
字
上
町
か
ら
出

火
し
て
民
家
三
〇
二
軒
と
本
陣
、
脇
本
陣
も
焼
失
し

た
と
い
う
大
災
害
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
十
一
年
目

の
春
彼
岸
の
と
き
に
祭
り
が
執
行
さ
れ
た
の
で
し
た
。

地
域
の
安
全
を
願
い
、
倉
賀
野
宿
内
の
家
毎
に
し
る

し
の
御お

ふ

だ
神
札
が
配
ら
れ
、
各
町
に
は
「
鎮
火
水
」
と

表
書
き
し
た
二
升
樽
が
置
か
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

我
が
身
、
我
が
家
の
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
人
々
が

心
を
ひ
と
つ
に
鎮
守
の
神
前
に
祈
っ
た
の
で
し
た
。

祭
り
の
本
義
は
、「
公
共
の
祈
り
」
に
あ
る
と
い
え
ま

し
ょ
う
。「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い
う
語
が
い
つ
の
間
に
か

定
着
し
て
し
ま
っ
た
日
々
で
す
が
、
心
の
持
ち
よ
う

を
改
め
て
先
人
た
ち
に
学
び
た
い
と
思
う
の
で
す
。

（
写
真
は
い
ず
れ
も
令
和
２
年
10
月

19
日
の
秋
季
例
大
祭
か
ら
）



〇
８
月
22
日　

田
屋
町
・
八
幡
神
社
ま
つ
り

　

正
保
３
年
（
１
６
４
６
）、
烏
川
の
崖
上
の
倉

賀
野
城
の
城
跡
に
突
如
霊
水
が
湧
き
出
て
、
八

幡
大
神
が
現
れ
た
の
が
神
社
の
起
源
と
い
わ
れ

ま
す
。「
井
戸
八
幡
」
の
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
覆
お
お
い

屋や

の
な
か
に
大
神
輿
を
安
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
御
社
殿
の
屋
根
替
え
の
大
改
修

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

〇
８
月
26
日　

下
町
・
諏
訪
神
社
ま
つ
り

　

諏
訪
神
社
は
、
永
禄
年
間
に
倉
賀
野
城
主
、

金
井
淡
路
守
が
信
州
諏
訪
大
社
よ
り
勧
請
し
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
平
成
６
年
の
台
風
で
境
内
の

大
ケ
ヤ
キ
が
倒
れ
て
御
社
殿
が
全
壊
し
ま
し
た

が
、
町
の
人
々
に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

左
写
真
、
御
社
殿
の
右
側
手
前
に
明
治
41
年

の
「
皇
太
子
殿
下
行
啓
紀
念
碑
」
が
建
つ
（
大

正
４
年
建
立
）。

　

祭
り
の
日
は
、
子
供
た
ち
の
奉
納
相
撲
が
さ

か
ん
で
す
。

　
　

◇	

◇	

地 

域 

の 

祭 

り 

◇	

◇

〇
４
月
８
日　

横
町
・
冠
か
ん
む
り

稲
荷
神
社
ま
つ
り

　

中
山
道
の
太た
い
こ
ば
し

鼓
橋
の
近
く
の
横よ
こ
ま
ち町

に
あ
り
、

江
戸
時
代
ま
で
は
三さ
ん
こ
う
じ

光
寺
稲
荷
と
よ
ば
れ
、
宿
し
ゅ
く

の
商
人
や
旅は
た
ご籠

の
飯
盛
り
女
た
ち
の
崇
敬
が
厚

か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

明
治
42
年
、
神
社
合
併
政
策
に
よ
り
御
祭
神

が
倉
賀
野
神
社
に
合ご
う
し祀

さ
れ
、
神
社
は
い
っ
た

ん
廃は
い
し祀
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
社
殿
は
解
体

さ
れ
て
前
橋
の
川
か
わ
ま
が
り曲
町
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
が
、

昭
和
10
年
、
新
し
い
御
社
殿
が
再
建
さ
れ
て
こ

こ
に
祭
り
が
復
活
し
た
の
で
す
。

〇
７
月
の
第
二
日
曜　

仲
町
・
天て
ん
の
う王

ま
つ
り

　

仲
町
山
車
倉
の
前
に
神み
こ
し輿
を
飾
り
、
子
供
た

ち
が
笛
太
鼓
の
お
囃は
や
し子
を
披
露
し
ま
す
。「
天
王

さ
ま
」
は
牛ご

ず頭
天
王
す
な
わ
ち
素す
さ
の
お
の
み
こ
と

戔
男
尊
と
い

わ
れ
、
京
都
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
と
同
じ
く
、

疫
病
退
散
を
祈
る
伝
統
の
行
事
で
す
。

（３）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　　　　　（２）
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「
倉
賀
野
城
」

　

旧
中
山
道
の
上
町
信
号
を
南
に
折
れ
て
進
む

と
間
も
な
く
、「
雁
か
り
が
ね

児
童
公
園
」
が
あ
る
。
烏
か
ら
す

川
を
見
お
ろ
す
公
園
に
、
倉
賀
野
城
址
の
記
念

碑
が
建
つ
。
周
辺
は
閑
静
な
住
宅
街
だ
が
、
往

古
は
幾
重
に
も
堀
で
囲
ま
れ
た
倉
賀
野
城
の
要

害
で
あ
っ
た
。

■
倉
賀
野
氏
の
始
祖	

倉
賀
野
三
郎
高
俊　

平
安

時
代
に
武
士
が
台
頭
す
る
頃
、
隣
国
に
「
武
蔵

七
党
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
武
士
団
の
一
つ
、
児

玉
党
の
流
れ
を
く
む
秩
父
三
郎
高
俊
が
治じ
し
ょ
う承
年

間
に
こ
の
地
を
拝
領
し
て
居
館
を
構
え
、
地
名

を
名
乗
っ
た
の
が
倉
賀
野
氏
の
は
じ
ま
り
と
い

う
。
源
頼
朝
が
伊
豆
に
挙
兵
し
た
頃
で
あ
る
。

■
倉
賀
野
氏
に
よ
る
社
殿
造
営　

建
長
５
年

（
１
２
５
３
）
に
始
祖
三
郎
高
俊
に
よ
る
飯い
い
だ
ま玉

神

社
（
現
倉
賀
野
神
社
）
の
社
殿
造
営
が
お
こ
な

わ
れ
た
。そ
の
事
績
に
因
ん
で
、昭
和
33
年
に「
倉

賀
野
神
社
御
造
営
七
百
年
大
祭
」、
さ
ら
に
平
成

17
年
に
は
「
御
造
営
七
百
五
十
年
大
祭
」
が
当

地
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

■
倉
賀
野
城
の
築
城　

南
北
朝
時
代
の
至
徳
３

年
（
１
３
８
６
）
に
倉
賀
野
三
郎
左
衛
門
尉
盛

勝
が
飯
玉
神
社
の
社
殿
を
造
営
し
、
こ
の
と
き

に
社
宝
『
翁お
き
な
め
ん面
』
が
奉
納
さ
れ
た
と
い
う
。
続

い
て
応
永
年
中
に
は
、
盛
勝
が
烏
川
左
岸
の
崖

上
に
倉
賀
野
城
を
築
造
し
た
と
さ
れ
る
（
土
屋

老
平
『
倉
賀
野
誌
』）。

■
上
杉
・
武
田
の
合
戦　

時
代
は
く
だ
り
戦

国
の
世
と
な
り
、
倉
賀
野
城
は
関
東
管
領
上

杉
憲
政
の
旗
下
に
あ
っ
た
が
、
永
禄
７
年

（
１
５
６
４
）、
武
田
信
玄
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
。

城
主
の
倉
賀
野
左
衛
門
五
郎
直
行
（
尚
行
と
も
）

は
落
城
後
も
城
の
奪
還
を
図
る
が
果
た
せ
ず
、

越
後
の
上
杉
謙
信
を
頼
り
、
名
を
長
左
衛
門
統

基
と
改
め
、
直
江
兼
続
に
仕
え
た
（『
新
編
高
崎

市
史
』）。
の
ち
上
杉
景
勝
が
秀
吉
の
命
を
受
け

て
会
津
へ
転
封
、
さ
ら
に
家
康
の
命
に
よ
り
米

沢
へ
と
転
封
す
る
に
付
き
従
い
、
倉
賀
野
家
は

出
羽
国
米
沢
藩
の
重
臣
と
し
て
幕
末
ま
で
仕
え

た（『
上
杉
家
御
年
譜　

御
家
中
諸
士
略
系
譜
』）。

■
金
井
淡
路
守
と
倉
賀
野
城　

い
っ
ぽ
う
武
田

旗
下
と
な
っ
た
倉
賀
野
城
を
率
い
た
の
は
倉
賀

野
衆
の
一
人
、
金
井
小
源
太
秀
景
で
あ
り
、
倉

賀
野
城
主
金
井
淡あ
わ
じ
の
か
み

路
守
と
な
る
。
の
ち
に
倉
賀

野
淡
路
守
と
も
名
乗
り
、
永
禄
年
中
に
飯
玉
神

社
を
造
営
、
ま
た
自
ら
の
菩
提
寺
と
し
て
永
泉

寺
を
開
基
し
、
さ
ら
に
信
州
諏
訪
大
社
か
ら
諏

訪
神
社
を
勧
請
し
た
。

　

し
か
し
や
が
て
武
田
氏
は
滅
亡
し
、
天
正
18

年
（
１
５
９
０
）、
秀
吉
の
北
条
氏
攻
め
の
時
、

金
井
淡
路
守
は
小
田
原
城
に
籠
り
、
奮
戦
空
し

く
討
死
し
た
。
始
祖
倉
賀
野
三
郎
高
俊
よ
り

四
百
年
、
倉
賀
野
城
も
こ
の
と
き
に
歴
史
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
江
戸
寛
政
期
の
『
中
山

道
分ぶ
ん
け
ん
の
ぶ
え
ず

間
延
絵
図
』
で
は
「
金
井
淡
路
守
古
城
跡
」

と
小
さ
く
書
き
入
れ
て
あ
る
。

■
金
井
淡
路
守
の
子
孫
の
崇
敬　

神
社
の
拝

殿
内
に
金
井
淡
路
守
の
子
孫
が
享
保
19
年

（
１
７
３
４
）
に
奉
納
し
た
『
飯
玉
大
明
神
』
扁

額
が
あ
る
。
裏
面
に
は
「
児
玉
党
倉
賀
野
氏
流

淡
路
守
藤
原
尚
勝
五
世
孫　

金
井
十
兵
衛
勝
禧
、

嫡
男　

同
右
源
太
高
豊
、
二
男　

倉
賀
野
源
次

郎
高
娞
、三
男　

金
井
政
五
郎
」と
刻
銘
が
あ
り
、

子
孫
が
神
社
を
崇
敬
し
た
証
と
な
っ
て
い
る
。

■
米
沢
藩
士	

倉
賀
野
主
殿　

倉
賀
野
直
行
が
永

禄
七
年
に
落
城
し
て
ち
ょ
う
ど
三
百
年
後
の
文

久
３
年
（
１
８
６
３
）
秋
、
そ
の
子
孫
、
倉
賀

野
主と
の
も殿

と
い
う
人
物
が
当
地
に
現
れ
る
。
徳
川

将
軍
家い
え
も
ち茂
の
上
洛
に
供ぐ

ぶ奉
し
た
出
羽
国
米
沢
藩

主
・
上
杉
斉な
り
の
り憲

の
一
行
の
な
か
に
、
主
殿
が
い

た
の
だ
。
京
都
警
護
の
役
目
を
終
え
た
帰
路
、

一
行
は
中
山
道
を
急
ぎ
く
だ
る
。
途
中
、
烏
川

の
「
柳
瀬
川か
わ
づ
か
え
支
」（
川
止
め
）
に
遭
い
、
倉
賀
野

宿し
ゅ
くに

予
定
外
の
一
泊
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
、
主
殿
は
祖
先
に
ゆ
か
り
の
飯
玉
神
社

に
、
末
家
の
橋
爪
、
瀧
本
の
二
名
を
、
お
そ
ら

く
初
め
て
、
代
参
に
遣
わ
し
て
い
る
。

　

飯
玉
神
主
高
木
出
雲
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
そ

の
時
の
い
き
さ
つ
と
共
に
、
主
殿
が
倉
賀
野
の

「
御
城
地
」
の
絵
図
を
見
た
い
と
望
ん
で
い
る
、

一
方
、
出
雲
は
御
先
祖
様
の
「
当
地
引
払
」
の

詳
し
い
御
年
代
を
お
知
ら
せ
願
い
た
い
な
ど
と
、

両
者
に
手
紙
の
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

■
そ
の
後
の
古
城
跡　

城
跡
の
面
影
は
昭
和
の

時
代
に
な
り
、
一
変
し
た
。
社
務
所
に
保
管
す

る
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
の
神
主
高
木
真
直

の
祝の
り
と詞

に
「
去い

に
し
昭
和
十
一
年
睦む
つ
き月

に
こ
と

は
じ
め
て
・
・
今
日
・
・
・
大
地
を
平
た
い
ら
け
く
い

し
ず
え
な
さ
む
・
・
」
と
あ
り
、
城
跡
は
大
規

模
に
整
地
さ
れ
、
須
賀
製
作
所
倉
賀
野
工
場
の

建
設
工
事
が
始
ま
っ
た
。
完
成
し
た
撚
糸
機
械

の
近
代
工
場
は
間
も
な
く
し
て
戦
時
に
軍
の
管

理
下
と
な
り
、
兵
器
生
産
に
転
換
し
て
い
っ
た

（
前
沢
辰
雄
『
倉
賀
野
千
年
史
』）。

　

戦
後
、
工
場
は
解
体
さ
れ
、
や
が
て
跡
地
に

住
宅
団
地
の
造
成
が
始
ま
っ
た
。

■
城
址
の
記
念
碑　

石
碑
は
郷
土
史
研
究
の
雁
か
り
が
ね

会
、
永
泉
寺
金
井
淡
路
守
奉
賛
会
、
町
民
の
有

志
等
に
よ
り
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
建
て

ら
れ
た
。
倉
賀
野
城
の
来
歴
を
記
し
た
撰
文
は
、

地
元
の
郷
土
史
家
、
前
沢
辰
雄
氏
に
よ
る
。
世

話
人
代
表
の
真
下
四
郎
氏
は
記
念
誌
『
倉
賀
野

城
』
の
序
に
、「
我
が
町
も
、
よ
う
や
く
、
志
を

果
た
し
ま
し
た
・
・
・
宅
地
化
の
た
め
、
跡
か

た
も
な
く
消
え
去
ら
ん
と
す
る
史
跡
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
で
永
く
後
世
に
そ
の
足
跡
を
残

し
・
・
」
と
述
べ
、
当
時
の
人
々
の
思
い
を
伝

え
て
い
る
。

倉賀野城址（雁児童公園）から
烏川を眼下にのぞむ

幼稚園児と鎮守の杜

　３月の卒園式を前に、市立倉
賀野幼稚園（赤尾優園長）の子
供たちが「思い出遠足」に訪れ
ました（右）。１時間ほどの滞在
でしたが、あっという間に過ぎ
た楽しい時間でした。
　神社の記録をめくると、幼稚
園児の「合同七五三」の写真が
出て来ました（左、昭和40年頃）。

地域の皆で祝った「合同七五三」 倉賀野幼稚園の「思い出遠足」

　

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
を
斎
行

　

３
月
11
日
の
午
後
３
時
よ
り
「
東
日
本
大
震

災
復
興
祈
願
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
大
震
災
か
ら
10
年
が
た
ち
ま
し

た
。
社
務
所
の
記
録
を
見
ま
す
と
、
そ
の
年
の

９
月
４
日
に
福
島
県
田
村
市
地
域
の
青
年
神
職

会
の
７
名
の
皆
さ
ん
が
、
縁
あ
っ
て
本
神
社
を

訪
れ
ま
し
た
（
一
行
の
代
表	

上
石
富
弘
氏
）。

こ
の
と
き
倉
賀
野
神
社
の
神
職
、
総
代
等
25
名

が
出
迎
え
て
、
懇
談
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

い
ま
も
日
常
生
活
に
甚
大
な
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
。
ま
た
多
く
の
神
社
建
物
が
倒
壊
し

た
こ
と
。
い
つ
か
は
元
に
戻
れ
る
こ
と
を
念
願

す
る
住
民
に
と
っ
て
氏う
じ
が
み神
さ
ま
は
故
郷
の
象
徴

で
あ
る
こ
と
。
写
真
の
資
料
な
ど
と
併
せ
て
直じ
か

に
伺
っ
た
お
話
が
今
も
胸
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
　

御
本
殿
の
屋
根
替
え
竣
工

　

御
本
殿
の
屋
根
替
え
を
中
心
と
す
る
文
化
財

保
存
修
理
工
事
が
令
和
２
年
12
月
末
に
完
成
し

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
御
奉
賛
に
心
よ
り
感
謝

と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


